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菅
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議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
の
家
族
の
帯
同
と
そ
の
支

援
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
政
府
が
進
め
る
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
」
に
よ
る
外
国
人
労
働
者
の
家
族
の
帯
同
と
そ

の
支
援
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

「
特
定
技
能
第
一
号
」
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
（
以
下
「
特
定
技
能
一
号
外
国
人
」
と
い
う
。
）
の
配

偶
者
又
は
子
に
対
し
て
「
特
定
活
動
」
の
在
留
資
格
を
付
与
す
る
か
否
か
は
、
個
別
の
事
案
ご
と
の
判
断
で
あ
る
も
の
の
、

例
え
ば
、特
定
技
能
一
号
外
国
人
が
当
該
在
留
資
格
で
本
邦
に
在
留
し
て
い
る
間
に
他
の
特
定
技
能
一
号
外
国
人
と
婚
姻
し
、

そ
の
間
に
設
け
た
子
に
対
し
て
付
与
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

特
定
技
能
一
号
外
国
人
の
配
偶
者
又
は
子
に
対
す
る
「
特
定
活
動
」
の
在
留
資
格
の
付
与
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
ご

と
の
判
断
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
が
帯
同
す
る
子
ど
も
」
に
限
ら
ず
、
「
子
育
て
支
援
」
に

つ
い
て
は
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六

一



十
五
号
）
に
基
づ
く
施
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
「
教
育
支
援
」
に
つ
い
て
は
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
い
て
、
就
学

を
希
望
す
る
外
国
人
児
童
生
徒
を
日
本
人
児
童
生
徒
と
同
様
に
無
償
で
受
け
入
れ
る
こ
と
な
ど
の
施
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
一
年
後
、
五
年
後
に
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
お
よ
そ
い
く
ら
の
程
度
の
予
算
が
か
か
る
」

か
に
つ
い
て
は
、
「
特
定
技
能
一
号
な
い
し
は
二
号
の
外
国
人
労
働
者
が
帯
同
す
る
子
ど
も
」
の
数
を
予
測
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
技
能
実
習
生
の
死
亡
者
数
」
に
つ
い
て
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を

定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）
に
基
づ
き
監
理
団
体
等
か
ら
技
能
実
習
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ

た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
技
能
実
習
生
の
う
ち
、
そ
の
原
因
が
技
能
実
習
生
が
死
亡
し
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
者
の
数

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
二
十
七
年
は
三
十
二
人
、
平
成
二
十
八
年
は
二
十
三
人
、
平
成
二
十
九
年
は
十
四
人
で
あ
る
。
当
該

報
告
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
死
亡
者
の
死
亡
原
因
と
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
交
通
事
故
」
、
「
溺
死
」
、
「
自
殺
」
な
ど

様
々
で
あ
る
。

二



平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
間
に
、
い
わ
ゆ
る
過
労
死
に
係
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
よ
る
保
険
給
付
の
支
給
決
定
を
行
っ
た
も
の
の
う
ち
、
技
能
実
習
生
に
係
る
も
の
は
、
一
件
で

あ
る
。
お
尋
ね
の
「
劣
悪
な
労
働
環
境
が
原
因
の
件
数
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
聴
取
票
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
十
一
月
十
六
日
の
法
務
大
臣
か
ら
法
務
省
入
国
管
理
局
長
に
対
す
る

指
示
に
基
づ
き
、
最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
違
反
及
び
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

四
十
九
号
）
違
反
を
含
む
法
令
違
反
あ
る
い
は
不
正
な
行
為
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
が
存
し
な
い
か
を
調
査
中
で
あ
り
、
そ

の
結
果
を
も
踏
ま
え
て
、
法
務
大
臣
政
務
官
を
議
長
と
す
る
「
技
能
実
習
制
度
の
運
用
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

に
お
い
て
、
技
能
実
習
制
度
の
適
正
な
運
用
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
行
い
、
運
用
上
の
改
善
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

一
般
に
、
「
生
産
性
向
上
」
と
い
う
言
葉
は
、
「
生
産
過
程
に
投
入
さ
れ
た
一
定
の
労
働
力
そ
の
他
の
生
産
要
素
が
生
産

三



物
の
算
出
に
貢
献
す
る
程
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
御
指
摘
の
資
料
で
も
そ
の
よ
う
な
意
味
で
用

い
て
い
る
。
お
尋
ね
の
「
労
働
生
産
性
」
と
い
う
言
葉
は
、
様
々
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
資
料

に
記
載
さ
れ
た
「
生
産
性
向
上
」
と
同
義
で
あ
る
か
ど
う
か
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘

の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
「
労
働
効
率
化
」
と
は
、
「
労
働
力
の
効
率
化
」
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
お
い
て
は
、
「
生
産
性
」
に
つ
い
て
「
一
人
あ
た
り
、
一
時
間
あ
た
り

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
と
い
う
意
味
で
用
い
た
上
で
、
我
が
国
全
体
と
し
て
「
生
産
性
を
二
〇
一
五
年
ま
で
の
五
年
間
の
平
均
値

で
あ
る
〇
・
九
％
の
伸
び
か
ら
倍
増
さ
せ
、
年
二
％
向
上
」
さ
せ
る
と
の
政
府
と
し
て
の
目
標
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

他
方
、
御
指
摘
の
資
料
に
お
い
て
は
、「
生
産
性
向
上
」
に
つ
い
て
六
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
の
意
味
で
用
い
た
上
で
、

当
該
資
料
に
記
載
さ
れ
た
十
四
業
種
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
の
数
値
の
意
味
は
異
な

っ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
大
胆
な
税
制
、
予
算
及
び
規
制
改
革
等
の
施
策
を
総
動
員
す
る
こ
と
で
、
「
新
し
い
経
済
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
に
記
載
さ
れ
た
目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
、
潜
在
成
長
率
の
向
上
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四


